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東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
主
催
の
「
第
二
回
組
合
ま
つ

り
ｉ
ｎ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
は
、

一
月
三
十
日(

水)

、
三
十
一
日

(

木)

の
二
日
間
、
有
楽
町
の
「
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

『
組
合
ま
つ
り
ｉ
ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
』
は
、
中
小
企
業
世
界
発

信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
０
の

一
環
と
し
て
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
を
提
供
す 

                    

る
こ
と
を
目
的
に
、
組
合
の
知

名
度
ア
ッ
プ
や
組
合
産
品
の
展

示
・
販
売
を
通
じ
た
販
路
の
拡

大
、
ま
た
、
地
域
の
魅
力
発
信

の
場
と
し
て
、
全
国
一
体
と
な

っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

初

め

て

の

開

催

と

な

っ

た

昨
年
度
が
好
評
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
回
は
出
展
数
一
一
七
組

合
、
展
示
面
積
を
一
・
五
倍
、

開
催
日
を
二
日
間
と
規
模
を
拡

大
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

午
前
十
時
の
開
場
に
先
立
っ

て
開
催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
は
開
式
宣
言
、
大

村
功
作
会
長
の
主
催
者
挨
拶
の

後
に
、
東
京
都
小
池
百
合
子
知

事
の
来
賓
祝
辞
な
ど
の
後
、
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
開
会
し

ま
し
た
。 

 

今
回
の
組
合
ま
つ
り
は
、
モ

ビ
リ
テ
ィ
（
車
と
人
の
未
来
を

支
え
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
）・
も
の
づ

く
り
（
世
界
が
注
目 

日
本
の

も
の
づ
く
り
）・
く
ら
し
（
く
ら

し

の

ニ

ー

ズ

に

発

見

が

あ

る
）・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
（
楽

し
い
ワ
ク
ワ
ク
で
世
界
に
笑
顔

を
）・
伝
統
工
芸
品
（
次
世
代
へ

つ
な
ぐ
日
本
文
化
の
伝
統
と
継

承
を
世
界
に
）・
食
品
（
安
全
と

安

心

の

食

と

の

出

会

い

を

体

感
）・
全
国
物
産
（
ご
当
地
自
慢

の
逸
品
た
ち
が
大
集
結
）・
伊
豆

/

小
笠
原
諸
島
・
経
済
の
九
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
て
組
合
が
出
展

し
ま
し
た
。 

当
組
合
も
「
も
の
づ
く
り
」

の
コ
ー
ナ
ー
に
出
展
し
、『
私
た

ち
は
紺
に
ラ
ベ
ル
を
作
っ
て
い

ま
す
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

組
合
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
佐
野
―

様
々
な
サ
ン
プ
ル
を
展
示
し
ま

し
た
。 

 

二
日
間
で
約
六
千
人
の
来
場

者
が
訪
れ
、
各
業
界
自
慢
の
産

品
や
匠
の
技
、
優
れ
た
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
に
足
を

止
め
、
組
合
担
当
者
の
説
明
に

耳
を
傾
け
て
い
た
ほ
か
、
試
食

が
で
き
る
食
品
の
展
示
ブ
ー
ス

で
は
多
く
の
来
場
者
が
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
様
々
な
業
界
の
お

仕
事
の
内
容
や
中
小
企
業
組
合

の
存
在
を
広
く
認
識
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
機
会
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。 
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第 2 回組合まつり in TOKYO 
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組
合
主
催
の
ボ
ー
リ
ン
ク
大

会
は
、
二
月
十
六
日(

土)

午
後

四

時

半

よ

り

根

港

区

芝

浦

の

「
東
京
ポ
ー
ト
ボ
ウ
ル
」
に
於 

                             

い
て
開
催
さ
れ
、
組
合
員
や
協

賛
会
な
ど
三
十
四
名
が
参
加
し

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

組
合
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
と 

                             

し
て
は
二
十
年
ぶ
り
の
開
催
で

し
た
が
、
こ
こ
最
近
ま
た
ボ
ー

リ
ン
グ
熱
が
高
ま
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
予
想
以
上
の
参

加
者
と
な
り
ま
し
た
。 

 

二
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
で
争
わ

れ
た
結
果
、
男
子
の
部
で
は
昭

和
レ
ー
ベ
ル
の
阿
部
正
之
氏
が

一
三
八
、
一
五
七
の
ス
コ
ア
で 

見
事
優
勝
、
ア
ー
ム
シ
ー
ル
の

高
橋
邦
浩
氏
が
一
四
七
、
一
四

七
で
二
位
に
、
昭
和
レ
ー
ベ
ル

の
大
澤
雅
純
氏
が
一
七
〇
、
一

二
四
で
三
位
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
女
子
・
子
供
の
部
で 

  
は
、
日
野
旭
堂
の
日
野
秀
子
さ

ん
が
一
二
〇
、
一
六
六
で
見
事

優
勝
、
昭
和
レ
ー
ベ
ル
の
阿
部

雅
美
さ
ん
が
一
三
二
、
一
三
八

で
二
位
に
、
本
間
レ
テ
ィ
シ
ア

さ
ん
が
一
四
四
、
一
一
二
で
三

位
に
な
り
ま
し
た
。 

 

入
賞
者
に
は
豪
華
な
賞
品
が

手
渡
さ
れ
、
二
十
年
ぶ
り
の
ボ

ー
リ
ン
グ
大
会
は
大
成
功
に
終

わ
り
ま
し
た
。 

  

  
 

                               

 

組合ボーリング大会・東京ポートボウル 

熱戦・珍プレーが繰り広げられ大盛況に 

左から清宮和夫氏、新垣徹氏、日野秀子氏  

大澤雅純氏  



 
 

    

東
京
都
で
は
、
中
小
規
模
事
業

所
を
都
内
に
設
置
す
る
全
て
の

事
業
者
が
、
簡
単
に
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
把
握
で
き
、
具

体
的
な
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

事
業
所
等
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
や
地
球
温
暖
化
対
策
等

の
実
施
状
況
を
東
京
都
へ
報
告

す
る
「
地
球
温
暖
化
対
策
報
告

書
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
毎
年
度
、
事
業
所
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
や
温
暖
化

対
策
の
実
施
状
況
を
と
り
ま
と

め
て
ご
報
告
す
る
も
の
で
す
。 

 

「
中
小
規
模
事
業
所
」
と
は
、 

燃
料
・
熱
・
電
気
の
使
用
量
を

原
油
に
換
算
し
た
合
計
の
量
が
、

年
間1

,5
0

0
k

L

未
満
の
事
業
所

等
で
す
。 

 

提
出
に
は
義
務
提
出
と
任
意

提
出
と
二
つ
が
あ
り
ま
す
。 

■
義
務
提
出 

同

一

事

業

者

が

都

内

に

設

置
し
て
い
る
事
業
所
等
（
前
年

度
の
原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
が

3
0

k
L

以
上

1
,5

0
0

k
L

未
満
の
事
業
所
等
）
の
前
年
度 

    

 

の
原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
の
合
計
が3

,0
0

0
k

L

以
上
に

な
る
場
合
、
こ
の
事
業
者
の
方

に
は
、
事
業
所
等
の
報
告
書
を

と
り
ま
と
め
て
提
出
す
る
義
務

と
公
表
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。 

■
任
意
提
出 

義

務

提

出

と

な

る

事

業

所

等
以
外
の
都
内
の
全
て
の
中
小

規
模
事
業
所
（
前
年
度
の
原
油

換

算

エ

ネ

ル

ギ

ー

使

用

量

が

1
,5

0
0

k
L

未
満
の
事
業
所
等
）

に
つ
い
て
も
、
自
主
的
に
報
告

書
の
提
出
が
で
き
ま
す
。 

 

報
告
書
提
出
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
温
暖
化
対
策
の
取
り

組
み
状
況
輪
来
訪
者
や
自
社
の

社
員
、
第
三
者
に
向
け
て
ア
ピ

ー
ル
が
で
き
、
さ
ら
に
エ
ネ
機

器
費
用
に
応
じ
た
事
業
税
の
減

免
制
度
な
ど
の
各
種
支
援
制
度

へ
の
申
込
み
が
可
能
に
な
り
ま

す
。 

 

同
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
8
.
k
a
n
k
y
o
.
m
e
t
r
o

.
t
o
k
y
o
.
j
p
/
o
n
d
a
n
k
a
/

 

 
 

          

隔
年
開
催
と
な
る
「
ラ
ベ
ル
フ

ォ
ー
ラ
ム
ジ
ャ
パ
ン
」
は
、
七

月
九
日
（
火
）
、
十
日
（
水
）
の

二
日
間
、
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ

内
の
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
と
東
京

ド
ー
ム
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ

ま
す
。 

実

機

実

演

を

含

む

最

新

の

資
機
材
が
集
結
す
る
「
展
示
会
」

に
加
え
、
国
内
外
の
市
場
ト
レ

ン
ド
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
情

報
共
有
す
る
「
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
」
、
優
れ
た
技
術
を
駆
使
し
た

ラ
ベ
ル
製
品
が
集
う
「
ラ
ベ
ル

パ
ビ
リ
オ
ン
」
、
業
界
人
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
「V

I
P

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
で
構
成
。 

ラ
ベ
ル
の
「
ミ
ラ
イ
」
を
体

感
す
る
場
を
提
供
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
ラ
ベ
ル
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
関
連
す
る
、
国
内
外
の
業
界

人
や
ユ
ー
ザ
ー
が
一
堂
に
会
す

る
、
日
本
唯
一
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。 

開
催
概
要
は
次
の
通
り
。 

■
テ
ー
マ 

ラ
ベ
ル
で
未
来
を

変

え

る

 
L

a
b

e
lin

g
 

th
e

 

F
u

tu
r
e

 

■
会
期 

二
〇
一
九
年
七
月
九

日(

火)

、
一
〇
日(

水)  
 

コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス 

午
前
九
時
～
午

後
六
時
テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ 

午

前
十
時
～
午
後
六
時 

■

会
場 

プ

リ

ズ

ム

ホ

ー

ル

（
テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
）
、
東
京
ド

ー
ム
ホ
テ
ル
Ｂ
⒈ 

シ
ン
シ
ア

（
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）
、
オ
ー
ロ

ラ
（
Ｖ
Ｉ
Ｐ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
） 

東
京
都
文
京
区
後
楽
一-

三-

六

一 

東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
内 

■
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
チ
ケ
ッ
ト 

 

二
日
間
通
し
券
、
早
割
で
三

万
六
千
円
、
組
合
員
は
三
万
一

千
円(

い
ず
れ
も
六
月
七
日
ま

で
購
入
、
昼
食
と
飲
み
物
、V

I
P

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
参
加
付)

 

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

ラ
ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
九

実
行
委
員
会  

〒
１
０
１
－

０
０
３
１ 

東
京
都
千
代
田
区

東
神
田
三-

一-

一
三 

神
田
浅

草
橋
ビ
ル
４
Ｆ 

ラ
ベ
ル
新
聞

社
内  

T
E

L
 

〇
三-

三

八
六

六-

六
五
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三

-

三
八
六
六-
〇
一
〇
五 

                                 

都
内
中
小
規
模
事
業
者
の
対
象
の 

地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
制
度
が 

事
業
税
の
減
免
な
ど
各
種
支
援
制
度
も 

ラベルフォーラム 2019 

7 月 9 日、10 日に開催  

ラベルで未来を変える  

東京ドームシティで  

http://www.labelforum.jp/tenjikai.html
http://www.labelforum.jp/conference.html
http://www.labelforum.jp/conference.html
http://www.labelforum.jp/labelpavilion.html
http://www.labelforum.jp/labelpavilion.html


     

こ
こ
最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

紙
上
で
見
宮
目
に
す
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に

つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
れ
だ
け

知
っ
て
い
ま
す
か
、 

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ

ー
ズ
）
」
と
は
「S

u
s
ta

in
a

b
le

 

D
e

v
e

lo
p

m
e

n
t G

o
a

ls

（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
」
の
略
称
で

あ
り
、
二
〇
一
五
年
九
月
に
国

連
で
開
か
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
の
中

で
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
た
、
国
際
社
会
共
通

の
目
標
で
す
。 

 

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
二
〇

一
五
年
か
ら
二
〇
三
〇
年
ま
で

の
長
期
的
な
開
発
の
指
針
と
し

て
、「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
文
書

の
中
核
を
成
す
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
」
を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

呼
ん
で
い
る
の
で
す
。 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
二
〇
〇
〇
年

に
国
連
の
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
た
「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標
）
」
が
二
〇
一
五
年

に
達
成
期
限
を
迎
え
た
こ
と
を 

受
け
て
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
代
わ
る 

    

新
た
な
世
界
の
目
標
と
し
て
定

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

  

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
以
下
の
８
つ 

の
ゴ
ー
ル
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。 

ゴ
ー
ル
１
・
極
度
の
貧
困
と

飢
餓
の
撲
滅 

 
ゴ
ー
ル
２
・
初
等
教
育
の
完

全
普
及
の
達
成 

 

ゴ
ー
ル
３
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
推
進
と
女
性
の
地
位
向
上 

 

ゴ
ー
ル
４
・
乳
幼
児
死
亡
率

の
削
減 

 

ゴ
ー
ル
５
・
妊
産
婦
の
健
康

の
改
善 

 

ゴ
ー
ル
６
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
、
マ
ラ
リ
ア
、
そ
の
他
の
疾

病
の
蔓
延
の
防
止 

 

ゴ
ー
ル
７
・
環
境
の
持
続
可

能
性
確
保 

 

ゴ
ー
ル
８
・
開
発
の
た
め
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
推
進 

  

「
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲

滅
」「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
マ
ラ

リ
ア
、
そ
の
他
の
疾
病
の
蔓
延

の
防
止
」
な
ど
が
織
り
込
ま
れ 

 

   

て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ 

う
に
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
先
進
国
に

よ
る
途
上
国
の
支
援
を
中
心
と

す
る
内
容
で
す
。 

 

し
か
し
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い

て
は
、
途
上
国
か
ら
こ
ん
な
意

見
も
出
て
い
ま
し
た
。 

 

乳
幼
児
死
亡
率
の
削
減
な
ど
、

発
展
途
上
国
が
抱
え
る
問
題
を

挙
げ
、
解
決
策
を
探
っ
た
。
だ

が
、
そ
の
内
容
は
先
進
国
が
決

め
て
お
り
、
途
上
国
か
ら
は
反

発
も
あ
っ
た
。
進
展
に
は
地
域

の
偏
り
な
ど
の
「
見
落
と
し
」

が
あ
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。 

 

そ
れ
を
受
け
二
〇
一
五
年
に

新
た
に
策
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
、
先
進
国
と
途
上
国
が
一
丸

と
な
っ
て
達
成
す
べ
き
目
標
で

構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。 

 

で
は
、
肝
心
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

中
身
、
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
十
七
の
目
標
」
と

「
一
六
九
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
具

体
目
標
）
」
で
で
き
て
い
ま
す
。 

 

■
十
七
の
目
標 

⑴
貧
困
を
な
く
そ
う 

⑵
飢
餓
を
ゼ
ロ
に 

⑶
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉

を ⑷
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に 

⑸
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し

よ
う 

⑹
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界

中
に 

 

こ
の
６
つ
の
目
標
を
見
て
い

る
と
、
貧
困
や
飢
餓
、
健
康
や

教
育
、
さ
ら
に
は
安
全
な
水
な

ど
開
発
途
上
国
に
対
す
る
開
発

支
援
に
見
え
ま
す
。 

⑺
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
そ

し
て
ク
リ
ー
ン
に 

⑻
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も 

⑼
産
業
と
技
術
革
新
り
基
盤
を

作
ろ
う 

⑽
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ

う ⑾
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を 

⑿
作
る
責
任 

使
う
責
任 

 

こ
の
辺
り
に
な
る
と
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
話
、
働
き
が
い
や
経

済
成
長
の
話
も
出
て
く
れ
ば
、

ま
ち
づ
く
り
の
話
ま
で
出
て
き

て
、「
お
や
お
や
。
開
発
途
上
国

の
話
で
は
な
い
ぞ
。
我
々
先
進

国
に
も
関
係
あ
る
話
だ
な
」
と

い
う
よ
う
に
見
え
て
き
ま
す
。 

                                 

 

ご
存
知
で
す
か
？ 

持
続
可
能
な
開
発
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
は 



⒀
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策

を ⒁
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う 

⒂
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う 

⒃
平
和
と
校
正
を
す
べ
て
の
人

に ⒄
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標

を
達
成
し
よ
う 

 

こ
こ
の
辺
り
ま
で
来
る
と
、

気
候
変
動
の
話
、
海
の
話
や
陸

の
話
ま
で
出
て
く
る
の
で
、
開

発
途
上
国
や
先
進
国
だ
け
の
話

で
は
な
く
、
も
っ
と
包
括
的
な

話
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

が

世

界

で

こ

れ

だ
け
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

の
は
、
開
発
途
上
国
だ
け
で
は

な
く
先
進
国
も
、
働
き
が
い
や

経
済
成
長
ま
で
も
踏
ま
え
た
も

の
だ
か
ら
だ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。 産

業
界
の
動
き
と
し
て
は
、

二
〇
一
七
年
十
一
月
に
日
本
経

団
連
の
企 

業
行
動
憲
章
が
改

定
さ
れ
た
こ
と
が
最
も
大
き
な

出
来
事
で
あ
っ
た
。 

憲
章
に
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
そ
の
中
核
に
据
え

ら
れ 

、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、
ロ

ボ
ッ
ト 

な
ど
の
革
新
技
術
を 

   

 

最
大
限
活
用
し
て
、
経
済
成
長

と
健
康
・
医
療
、 

農
業
・
食
料
、

環
境
・
気
候
変
動
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
安
全
・
防
災
、 

人
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
平
等
な
ど
の
様
々
な

社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
し
、 

一
人
ひ
と
り
が
快
適
で
活
力
に 

満

ち

た

生

活

が

で

き

る

社

会 

を
目
指
す
こ
と
が
謳
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

印
刷
業
界
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
は 

 

日
本
印
刷
産
業
連

合

会
で

は
、
昨
根
化
の
総
会
で
会
長
に

就
任
し
た
山
田
雅
義
会
長
が
そ

の
挨
拶
の
中
で
、「
本
年
度
は
新

棚
国
際
規
範
と
言
わ
れ
る
『
Ｓ 

Ｄ
Ｇ
ｓ
』
（
持
続
的
な
開
発
目

標
）
を
基
軸
に
、
印
刷
産
業
の

果
た
す
べ
き
役
割
を
整
理
し
な

が
ら
①
社
会
の
持
続
的
発
展
に

貢
献
す
る
た
め
の
「
新
し
い
価

値
の
創
出
」
②
「
社
会
の
期
待

に
応
え
る
誠
実
な
企
業
行
動
」

③
「
地
球
環
境
へ
の
高
い
配
慮
」

④
印
刷
産
業
に
つ
い
て
社
会
の

理
解
と
信
頼
を
高
め
て
い
く
た

め
の
「
情
報
発
信
の
強
化
」
の 

    

四
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
く
活
動 

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。 

印

刷

業

界

が

現

在

進

め

て

い
る
主
な
活
動
は
、
次
に
あ
げ

る
五
つ
の
項
目
で
す
。 

 

■
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン

グ
認
定
制
度 

 

グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

認
定
制
度
は
日
本
印
刷
産
業
連

合
会
が
印
刷
産
業
界
の
環
境
自

主
基
準
と
し
て
「
印
刷
サ
ー
ビ

ス
グ
リ
ー
ン
基
準
」
を
制
定
し
、

こ
の
基
準
を
達
成
し
た
工
場
・

事
業
所
を
認
定
す
る
と
と
も
に
、

同
基
準
に
適
合
し
た
印
刷
製
品

に
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ 

マ
ー
ク
（
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
）
を
表

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
に

配
慮
し
た
印
刷
製
品
が
広
く
普

及
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 

■
印
刷
産
業
環
境
優
良
工
場

表
彰
制
度 

 

日
本
印
刷
産
業
連
合
会
で
は
、

印
刷
産
業
界
に
お
け
る
各
企
業

の
環
境
問
題
に
対
す
る
取
組
み

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
印
刷

工
場
の
環
境
改
善
及
び
印
刷
企 

    

業
に
対
す
る
社
会
の 

一
層
の

支
持･

理
解
を
獲
得
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
１
４
年
度
か

ら
印
刷
産
業
環
境
優
良
工
場
の

表
彰
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

■
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組

み 

リ

サ

イ

ク

ル

対

応

型

印

刷

物
と
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
阻
害

し
な
い
資
材
だ
け
を
使
っ
て
、

ま
る
ご
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

印
刷
物
で
す
。 

■
温
暖
化
対
策
・
省
エ
ネ
へ

の
取
り
組
み 

日

本

印

刷

産

業

連

合

会

で

は
印
刷
業
界
の
自
主
行
動
計
画

を
策
定
し
、
地
球
温
暖
化
対
策

と
循
環
型
社
会
形
成
を
推
進
し

て
い
ま
す
。 

■
労
働
安
全
衛
生 

日

本

印

刷

産

業

連

合

会

で

は
、
印
刷
事
業
所
に
お
け
る
安

心
・
安
全
な
作
業
環
境
の
確
保

に
向
け
「
労
働
衛
生/

化
学
物
質

管
理
」
を
優
先
テ
ー
マ
と
し
て
、

関
連
団
体
・
業
界
と
連
携
し
た

活
動
を
充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。 

こ
の
他
に
も
、
女
性
活
躍
推

進
や
印
刷
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
な
ど
の
活
動
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

                                 

 

ご
存
知
で
す
か
？ 

持
続
可
能
な
開
発
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
は 

 



■
ド
ナ
ー
登
録
と
は 

日

本

で

は

毎

年

新

た

に

約

１
万
人
以
上
の
方
が
白
血
病
な

ど
の
血
液
疾
患
を
発
症
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
骨
髄
バ
ン
ク
を
介
す
る
移
植

（
骨
髄
移
植
や
末
梢
血
幹
細
胞

移
植
）
を
必
要
と
す
る
患
者
さ

ん
は
毎
年
２
千
人
程
度
い
ま
す
。

そ
の
２
千
人
の
方
の
う
ち
実
際 

               に
移
植
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
６
割
ほ
ど
で
、
約
４
割
の

方
は
今
も
ド
ナ
ー
を
待
っ
て
い

る
状
態
だ
と
言
い
ま
す
。 

■
ド
ナ
ー
登
録
の
条
件 

ド

ナ

ー

登

録

は

誰

に

で

も

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

骨
髄
バ
ン
ク
で
は
ド
ナ
ー
登
録

で
き
る
条
件
と
し
て
次
の
３
点

を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

⑴
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提

供
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て

い
る
方 

⑵
年
齢
が
１
８
歳
以
上
、
５
４

歳
以
下
で
健
康
な
方 

⑶
体
重
が
男
性
４
５
ｋ
ｇ
以
上

／
女
性
４
０
ｋ
ｇ
以
上
の
方 

ま
た
、
次
の
事
項
に
該
当
す

る
方
は
ド
ナ
ー
登
録
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。 

⑴
病
気
療
養
中
ま
た
は
服
薬
中

の
方
（
特
に
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
、

肝
臓
病
、
腎
臓
病
、
糖
尿
病
な

ど
、
慢
性
疾
患
の
方
） 

⑵
悪
性
腫
瘍
（
が
ん
）
、
膠
原
病

（
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
）
、

自
己
免
疫
疾
患
、
先
天
性
心
疾

患
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、
脳

卒
中
な
ど
の
病
歴
が
あ
る
方 

⑶
本
人
ま
た
は
ご
家
族
に
悪
性

高
熱
症
の
病
歴
が
あ
る
方 

⑷
最
高
血
圧
が

1
5

1

以
上
ま
た

は

8
9

以
下
の
方
、
最
低
血
圧

が

1
0

1

以
上
の
方 

⑸
輸
血
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

方
、
貧
血
の
方
、
血
液
の
病
気

の
方 

⑹
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
、
エ
イ
ズ
、

梅
毒
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染

症
の
病
気
の
方 

⑺
食
事
や
薬
等
で
呼
吸
困
難
や

ひ
ど
い
発
疹
な
ど
の
既
往
が
あ

る
方 

⑻

過

度

の

肥

満

の

方

（

体

重

（k
g

）÷

身
長
（m

）÷

身
長
（m

）

が

3
0

以
上
の
方
） 

■
ド
ナ
ー
登
録
の
リ
ス
ク
や
デ

メ
リ
ッ
ト
！ 

一
つ
目
と
し
て
「
家
族
へ
の

影
響
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

ド

ナ

ー

の

方

に

な

ん

の

リ

ス
ク
も
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ド
ナ
ー
候
補
者
に
選
ば
れ

た
ら
、
リ
ス
ク
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
最
終
意
思
確
認
が
行
わ

れ
ま
す
。
そ
の
時
に
家
族
の
同

意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
骨
髄

移
植
で
は
全
身
麻
酔
を
行
い
ま

す
の
で
、
そ
こ
で
家
族
の
同
意

が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
骨
髄

や
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

ド

ナ

ー

登

録

す

る

前

に

き

ち
ん
と
家
族
に
相
談
を
し
、
ド

ナ
ー
提
供
者
と
な
っ
た
時
に
は

同
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
話
し
合

っ
て
か
ら
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。 

二
つ
目
と
し
て
「
仕
事
へ
の

影
響
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

ド

ナ

ー

候

補

者

に

選

ば

れ

た
ら
、
確
認
検
査
と
し
て
、
ド

ナ
ー
候
補
者
と
の
連
絡
調
整
を

行
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら

採
取
（
提
供
）
に
つ
い
て
の
詳

し
い
説
明
と
、
医
師
に
よ
る
問

診
、
健
康
状
態
な
ど
を
調
べ
る

た
め
の
採
血
や
自
己
血
採
血
な

ど
事
前
に
何
度
か
病
院
へ
足
を

運
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

実
際
に
骨
髄
移
植
、
末
梢
血
幹

細
胞
移
植
を
す
る
際
に
も
数
日

の
入
院
期
間
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
た
び
に
仕
事
を
休
む
こ
と

が
必
須
に
な
り
ま
す
の
で
、
仕

事
（
経
済
面
）
へ
の
影
響
も
事

前
に
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。 

三
つ
目
と
し
て
「
私
生
活
へ

の
影
響
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

骨
髄
移
植
で
は
３
泊
４
日
～
４

泊
５
日
ほ
ど
、
末
梢
血
幹
細
胞

移
植
の
場
合
で
は
４
泊
５
日
～

５
泊
６
日
ほ
ど
の
入
院
期
間
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
そ
の
間
は

家
を
空
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
家
の
こ
と
を
誰
か
に
お

願
い
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

子
ど
も
を
持
つ
家
庭
な
ど
で
は

約
１
週
間
も
家
を
空
け
る
と
な

る
と
一
大
事
で
し
ょ
う
か
ら
、

ド
ナ
ー
登
録
を
す
る
前
に
き
ち

ん
と
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。 

 
《
参
考
資
料
》 

h
ttp

s
://is

a
o

0
0

1
.c

o
m

/life
/d

o
n

o
r
/ 

           

No158 健康がいちばん !    

ドナー登録をする前に 

そのリスクとデメリットを 
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